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9. 研究実績の概要

本研究では、シューティンによる前脳形成機構を力の発生と細胞移動・配置換えの観点から明らかにすることを目的とする。さらに、
ヒトの前脳形成におけるシューティンの関与とその機能破綻が前脳形成障害を引き起こす可能性を調べる。
シューティン1にはスプライシングバリアントシューティン1aとシューティン1bが存在し、シューティン1のノックアウトマウスでは両
方の分子がノックアウトされる。そこで、前脳組織形成にこれらの分子がどの様に関与するかを明らかとするため、まず、in situ ハ
イブリダイゼーション と免疫染色法を用いて前脳の形成時期におけるシューティン1aとシューティン1bの脳内分布を詳細に解析した
。また、シューティンのノックアウトマウスではシューティン1の発現部位に一致した前脳の組織形成異常が認められた。興味深いこ
とに、シューティン1bは脳以外に肺、肝臓、胃、腸、脾臓、膵臓、腎臓、皮膚といった抹消組織の上皮にも発現することが明らかとな
った。次に、RT-PCRおよびin situ ハイブリダイゼーションによるゼブラフィッシュにおける遺伝子発現解析を行った。その結果、シ
ューティン1がゼブラフィッシュ脳に発現をすることが明らかとなった。また、シューティン1以外に新たな遺伝子シューティン2およ
びシューティン3を見出し脳以外の細胞でもシューティン1の発現を確認し、発生時期におけるシューティンの分布を詳細に解析した。
また、シューティン1、シューティン2およびシューティン3の変異体ゼブラフィッシュの作成を行い、シューティン3の変異によりゼブ
ラフィッシュの初期発生時の細胞移動が抑制されることが解った。さらに、シューティン1による神経細胞の移動のための力の発生の
仕組みとして、シューティン1-コルタクチン-L1-CAM複合体の形成が重要な役割を果たし、その破綻によりマウス脳組織（嗅球）の形
成不全が起こることが示唆された。
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）
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2016年07月20日～
2016年07月22日

2016年12月03日～
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Takuro Kono，Hitomi Nakazawa，Colleen F. Manning，James S.
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N. Inagaki, K. Abe, H. Katsuno, K. Baba, R. Watanabe

第39回日本神経科学大会

2016 The American Society for Cell Biology Annual
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：国際共同研究である

17.備考

－
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Philippines
University of the
Philippines Diliman
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－ － － － －

共同研究相手国 相手方研究機関

U.S.A
University of California,
Davis
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